
い
つ
も
は
真
っ
赤
な
ん
で
す
。

キ
ラ
ッ
と
輝
い
て
い
て

み
ず
み
ず
し
く
て

み
ん
な
か
ら
美
味
し
い
と
い
わ
れ
ま
す
。

で
も
今
日
は
ち
ょ
っ
と
…
。

ま
る
ご
と
フ
ェ
ア
で

本
当
の
僕
を
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

も
う
い
っ
こ

3月1日㈰　午前9時〜午後3時
亘理町佐藤記念体育館・駐車場

伊達なわたりまるごとフェア

展示販売／地場産品（イチゴなどの生鮮野菜、鮮魚ほか）
試食／いちご（4,000人分）　干しがれい（1,000人分）など
問い合わせ先／産業観光課　商工水産観光班（☎34–0513）

ホームページもご覧ください
http://www.town.watari.miyagi.jp

携帯サイトＱＲコード→

写真：亘理町成人式

いじめ・虐待・セクハラなど
人権相談をご利用ください
町民税・県民税申告のお知らせ

広
報
わ
た
り
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い
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・
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新
成
人
の
門
出
を
祝
う
「
亘
理
町
成
人

式
」が
一
月
十
一
日
、
亘
理
町
中
央
公
民

館
で
行
わ
れ
、
新
成
人
を
は
じ
め
家
族
や

来
賓
な
ど
、約
六
百
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

今
年
、
亘
理
町
で
は
四
八
三
人（
男

二
四
八
人
・
女
二
三
五
人
）が
新
成
人
と

な
り
、
華
や
か
な
着
物
姿
や
真
新
し
い

ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
み
な
さ
ん
が
早
く

か
ら
会
場
を
訪
れ
、
久
し
ぶ
り
に
再
会
し

た
友
人
と
記
念
写
真
を
撮
る
光
景
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
齋
藤
邦
男
町
長
は
、「
二
十
一

世
紀
に
入
り
、
科
学
技
術
の
進
歩
、
情
報

化
、
国
際
化
も
一
段
と
進
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
一
方
で
は
、
少
子
高
齢
化
や
高
い
確

率
で
発
生
が
予
測
さ
れ
る
地
震
な
ど
、
安

全
・
安
心
を
求
め
る
声
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
社
会
の
状
況
で
も
、
忘

れ
て
な
ら
な
い
の
は
「
夢
」「
希
望
」そ
し

て
「
思
い
や
り
の
心
」だ
と
思
い
ま
す
。 

焦
ら
ず
、「
自
分
の
人
生
で
何
を
実
現
し

た
い
の
か
」を
よ
く
考
え
、
実
現
に
向
け

て
勇
気
と
力
を
沸
き
立
た
せ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。」と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

最
後
に
大
堀
淳
さ
ん
（
森
房
）は
、
野
球

の
Ｗ
Ｂ
Ｃ
日
本
代
表
監
督
を
務
め
る
原
辰

徳
監
督
の
言
葉
を
引
用
し
て
、「
今
後
社

会
を
支
え
て
い
く
私
た
ち
に
と
っ
て
、
素

直
さ
、
朗
ら
か
さ
、
謙
虚
さ
、
は
大
切
な

言
葉
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
亘
理
町
民
と

し
て
の
自
覚
と
誇
り
を
常
に
持
ち
続
け
れ

ば
、
ど
の
よ
う
な
困
難
に
も
負
け
ず
に
乗

り
切
り
、
未
来
を
切
り
開
い
て
い
け
る
と

確
信
し
て
い
ま
す
。」と
新
成
人
の
決
意
を

語
り
ま
し
た
。

担
当
／
生
涯
学
習
課　

生
涯
学
習
班

☎
三
四
―
〇
五
一
〇

　

平
成
二
十
一
年
亘
理
町
新
年
祝
賀
会
が
一
月
六
日
、
亘
理

町
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
、
町
内
外
の
有
志
三
百
四
十
人

あ
ま
り
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

年
頭
の
あ
い
さ
つ
で
齋
藤
邦
男
町
長
は
、
ま
ず
企
業
誘
致

に
つ
い
て
触
れ
、「
太
陽
光
発
電
関
連
の
素
材
メ
ー
カ
ー
が

本
町
高
屋
地
区
に
進
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
か
ら
農

地
か
ら
工
場
用
地
へ
の
転
用
や
造
成
、
電
力
な
ど
ク
リ
ア
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
に
今
年
一
年
全
力
で
取
り
組
ん
で

い
く
の
で
、
町
民
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」と
呼

び
か
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
雇
用
経
済
対
策
に
つ
い
て
は
「
国
の
補
正
予
算
を

見
な
が
ら
積
極
的
に
対
応
し
、
町
民
ひ
と
り
一
人
が
暮
ら
し

や
す
さ
を
、
そ
し
て
住
む
こ
と
へ
の
安
心
と
誇
り
を
実
感
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
た
い
」と
述
べ
ま
し
た
。 

　

続
い
て
、
伊
藤
博
亘
理
町
区
長
会
長
の
音
頭
で
乾
杯
し
、

参
加
者
は
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
名
刺
交
換
や
今
年
の
展
望
な

ど
を
語
り
合
っ
て
い
ま
し
た
。

担
当
／
亘
理
町
中
央
公
民
館

☎
三
四
―
三
一
一
一

　

一
月
十
一
日
、
亘
理
町
消
防
出
初
式
が
亘
理
小
学
校
西
校

庭
で
行
わ
れ
、
法
被
姿
の
団
員
を
は
じ
め
来
賓
な
ど
五
百
人

が
、
今
年
一
年
の
無
火
災
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

齋
藤
邦
男
町
長
は
、「
宮
城
県
沖
地
震
の
発
生
が
非
常
に
高

い
確
率
で
予
想
さ
れ
、災
害
に
対
す
る
地
域
防
災
力
の
向
上
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
消
防
団
は
火
災
を
は
じ
め
と
す
る
各
種

災
害
か
ら
地
域
住
民
の
生
命
財
産
を
守
り
、町
民
生
活
の
安
定

向
上
に
大
き
な
役
割
を
担
う
、地
域
防
災
の
要
で
あ
る
。
今
後

と
も
消
防
精
神
の
堅
持
と
教
養
・
訓
練
に
励
ま
れ
、
町
民
の
信

頼
と
期
待
に
応
え
て
ほ
し
い
」と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
亘
理
町
消
防
団
金
山
基（
も
と
い
）団
長
は
、「
昨

年
を
振
り
返
る
と
地
震
に
加
え
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
よ
る
水
害

な
ど
、
想
定
を
超
え
る
災
害
が
発
生
し
た
が
、
団
員
の
意
思

統
一
が
図
ら
れ
迅
速
な
防
災
活
動
を
実
践
で
き
た
こ
と
で
、

大
き
な
被
害
に
至
ら
ず
に
済
ん
だ
。
地
域
住
民
が
消
防
団
に

寄
せ
る
期
待
は
大
き
く
、
町
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
、
消
防
防
災
技
術
の
向
上
と
練
磨

に
努
め
て
ほ
し
い
」と
訓
辞
し
ま
し
た
。 

　

式
典
で
は
、
隊
列
訓
練
や
分
列
行
進
な
ど
が
行
わ
れ
た
ほ

か
、
長
年
に
わ
た
り
地
域
消
防
に
尽
力
さ
れ
た
団
員
と
団
員

を
支
え
る
内
助
の
功
を
た
た
え
感
謝
状
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
今
年
か
ら
、
ポ
ン
プ
や
車
両
等
の
管
理
が
優
秀

な
班
の
表
彰
が
創
設
さ
れ
、
逢
隈
分
団
第
二
部
第
三
班
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

妻
女
賞
の
受
賞
者
は
次
の
方
々
で
す
。（
カ
ッ
コ
内
は
、

団
員
名
と
行
政
区
、
敬
称
略
）

▼
田
口
良
子（
嘉
秋
・
南
町
南
） 

▼
佐
藤
と
し
子（
憲
一
郎
・

新
町
） 

▼
岩
佐
明
美（
秀
寿
・
本
郷
） 

▼
橋
本
と
し
え
（
勝
・

一
丁
目
） 

▼
丸
子
恵
美
子（
順
一
郎
・
長
瀞
浜
） 

▼
片
平
ひ

さ
子（
洋
之
・
上
大
畑
） 

▼
齋
藤
幸
子（
義
幸
・
今
泉
）

▼
庄
司
聖
己（
光
一
・
小
山
） 担

当
／
総
務
課　

安
全
対
策
班

☎
三
四
―
一
一
一
一

■
新
年
の
門
出
を
祝
う
　
新
年
祝
賀
会

■
成
人
と
し
て
の
決
意
新
た
に

■
一
年
の
無
火
災
を
祈
願
　
消
防
出
初
式

新年の門出を祝う参加者一年の無火災を祈願する消防団員

t o p i c s トピックス

新成人たちは、齋藤町長
や来賓のみなさんから
お祝いの言葉をしっか
り受け止めていました

式典は遠藤亘（箱根田
東）さんと宍戸亮太さん

（港町）の進行で進められ
ました。お疲れ様でした

二
十
年
前
の
で
き
ご
と

　
（
昭
和
六
十
三
年
度
）

●「
福
岡
ダ
イ
エ
ー
ホ
ー
ク
ス
」と「
オ

リ
ッ
ク
ス
・
ブ
レ
ー
ブ
ス
」が
誕
生

●
ベ
ト
ナ
ム
・
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
の
産

婦
人
科
病
院
で
二
重
体
児
・
ベ
ト

ち
ゃ
ん
ド
ク
ち
ゃ
ん
の
分
離
手

術
に
成
功

●
東
証
平
均
株
価
が
初
め
て
三
万
円

台
を
突
破

●
昭
和
六
十
四
年
一
月
七
日
に
昭
和

天
皇
が
崩
御
、
元
号
が
昭
和
か
ら

平
成
に
改
元
さ
れ
る

●
テ
レ
ビ　
『
そ
れ
い
け
!
ア
ン
パ

ン
マ
ン
』が
放
映
開
始

●
流
行
語　
「
五
時
か
ら
男
」、「
し
ょ

う
油
顔
、
ソ
ー
ス
顔
」な
ど

●
流
行
歌　

パ
ラ
ダ
イ
ス
銀
河（
光

G
E
N
J
I
）、
人
生
い
ろ
い
ろ

（
島
倉
千
代
子
）な
ど
が
ヒ
ッ
ト

亘
理
町
で
は

●
人
口　

三
〇
一
八
八
人

●
世
帯
数　

七
二
三
七
戸

　
（
昭
和
六
十
三
年
十
二
月
末
現
在
）

●
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
日
就
苑
完
成

●
逢
隈
駅
開
業

●
阿
武
隈
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
開
通
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町民税・県民税の算出方法 平
成
二
十
一
年
度

町
民
税
・
県
民
税
申
告
の
お
知
ら
せ

平
成
二
十
一
年
度

町
民
税
・
県
民
税
申
告
の
お
知
ら
せ

町民税・県民税の算出方法 こ
の
社
会
あ
な
た
の
税
が
い
き
て
い
る

申
告
が
必
要
な
方

　

亘
理
町
内
に
平
成
二
十
一
年
一
月
一
日

現
在
住
所
を
有
し
、
平
成
二
十
年
一
月
一

日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
に
給
与
所

得
、
農
業
所
得
、
営
業
所
得
、
不
動
産
所

得
な
ど
が
あ
っ
た
方
。
農
業
・
営
業
な
ど

の
方
は
、
帳
簿
や
伝
票
を
整
理
し
計
算
の

う
え
、
収
支
内
訳
書
を
作
成
し
て
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。（
整
理
さ
れ
て
い
な
い
方

は
そ
の
場
で
申
告
で
き
ま
せ
ん
。）ま
た
、

失
業
中
の
方
、
別
居
の
親
族
の
扶
養
に

な
っ
て
い
る
方
等
に
つ
い
て
も
申
告
が
必

要
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※ 

一
ヵ
所
か
ら
支
払
を
受
け
て
い
る
給

与
の
み
の
所
得
者
で
年
末
調
整
が
済
ん

で
お
り
、
給
与
以
外
の
所
得
が
な
く
、

勤
務
先
か
ら
町
へ
給
与
支
払
報
告
書
が

送
付
さ
れ
て
い
る
方
は
申
告
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

持
参
す
る
も
の

①
申
告
書（
送
付
さ
れ
て
い
る
場
合
）

②
印
鑑

③
収
入
及
び
経
費
の
計
算
に
必
要
な
書
類

④
国
民
年
金
保
険
料
の
支
払
証
明
書

⑤�
生
命
保
険
料
・
地
震
保
険
料
等
控
除
証

明
書

⑥
そ
の
他
必
要
と
思
わ
れ
る
書
類

※ 

申
告
書
や
収
支
内
訳
書
を
自
分
で
作

成
す
る
「
自
書
作
成
」を
推
進
し
て
い

ま
す
。「
申
告
の
手
引
き
」や
「
前
年
分

申
告
書
の
控
」
な
ど
を
参
考
に
し
て
、

自
分
で
正
し
く
作
成
し
、
早
期
に
提
出

す
る
こ
と
で
適
正
な
申
告
と
納
税
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」で
も
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い

※ 

申
告
が
な
か
っ
た
り
遅
れ
た
場
合
、
各

種
証
明
書
の
発
行
、
国
民
健
康
保
険
税

の
軽
減
判
定
が
で
き
な
い
な
ど
不
利
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

※ 

申
告
期
間
中
は
、
税
務
課
窓
口
で
の
申

告
受
け
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了

承
願
い
ま
す
。

　

税
金
は
、
わ
た
し
た
ち
の
安
全
で
豊
か
な
暮
ら
し
を
築
く
た
め
の
大
切
な
財
源
で
す
。

み
な
さ
ん
の
所
得
申
告
に
よ
り
町
民
税
が
課
税
さ
れ
、
ま
ち
づ
く
り
に
役
立
て
ら
れ
て
い

ま
す
。
忘
れ
ず
に
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

町民税・県民税申告相談日程 所得税の確定申告相談日程

申告受付時間　8：30～ 11：00　　12：45～ 16：00
申告月日及び会場（土・日曜日及び祝日は除きます。）
2月3日㈫～ 2月6日㈮

農村環境改善センター（吉田支所）
2月9日㈪～ 2月13日㈮

勤労青少年ホーム（荒浜支所）
2月16日㈪～ 2月20日㈮

働く婦人の家（逢隈支所）
2月23日㈪～ 3月16日㈪

中央公民館
※�行政区ごとに指定日を設けていますので、詳しくは既
に配布しています「平成21年度　町民税・県民税申告
のお知らせ」をご覧ください。

e-Tax が便利でおトクです !!
e-Tax とは、自宅やオフィス、税理士事務所などからイン
ターネットを利用して国税に関する申告、申請・届出等が
できるシステムです。さらに所得税の確定申告は「国税
庁ホームページ（http://www.nta.go.jp）から簡単申告、
最高5,000円の税額控除（平成19年分で適用された方は
受けられません。）、添付書類を提出省略、還付金がスピー
ディー」と便利です。

申告会場　仙台南税務署1階会議室
申告期間　2月16日㈪～ 3月16日㈪

土・日曜日及び祝日は除きます。
ただし、2月22日㈰及び3月1日
㈰に限り確定申告の相談と申告
書の受付を行います。

開設時間　9：00～ 17：00

申告会場　確定申告センター
（アエル6階セミナールーム）

申告期間　2月2日㈪～ 2月13日㈮
土・日曜日及び祝日は除きます。

開設時間　10：00～ 16：00

申告会場　太白確定申告センター
（太白区役所5階ホール）

申告期間　2月16日㈪～ 3月16日㈪
土・日曜日及び祝日は除きます。

開設時間　9：00～ 16：00

所得税から住宅借入金等特別控除額を引ききれなかった方は申告が必要です
　住宅借入金等特別控除は所得税のみにある制度ですが、税源移譲により住民税と所得税の比率が変わりましたの
で、今まで控除できていた金額が控除できなくなる場合があります。このような場合には、翌年度の住民税（所得
割額）を減額する方法で調整されます。ただし、平成11年から平成18年までに入居した方に限られ、平成19年以降
に入居された場合は、住民税からの住宅借入金等特別税額控除の適用はありません。

住宅借入金等特別税額控除申告書の提出先 申　告　期　限
確定申告をしない方 源泉徴収票を添付して亘理町へ提出　　 平成21年3月16日まで確定申告をする方　 確定申告書とともに仙台南税務署へ提出

住民税の寄附金税制が大幅に拡充されました
① 都道府県・市区町村に対する寄附金のうち、5千円を超える部分について、住民税所得割の概ね1割を上限として、

所得税と合わせて全額が控除されます。
② 住民税の寄附金控除の対象に、所得税の寄附金控除の対象の中から宮城県および亘理町が条例で定めるものが追

加されました。条例で指定した寄附金のうち、5千円を超える部分について、住民税所得割から税額控除されます。
税額控除率は、県民税は4％・町民税は6％となります。

※ ①・②の寄附金控除を受けるためには、寄附を行った方が都道府県・市区町村および条例で指定された団体等が
発行する領収書等を添付して申告を行っていただく必要があります。

住民税（町民税・県民税）は、前年中の所得（収入金額から必要経費等を控除した金額）をもとにして計算されます。
◆計算方法（分離課税の所得がある場合は計算方法が異なります。）
　総所得金額　－　所得控除A　＝　課税所得金額　×　税率B　－　税額控除（調整控除含む）C
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝　所得割額　＋　均等割額D　＝　町民税・県民税額

A　所得控除額一覧表  ※控除額は住民税の控除額であり、所得税の控除額とは異なりますのでご注意願います。

雑　損
控　除

イ、（損失額－保険金等による補填額）－（総所得金額等×10％）
ロ、損失金額のうち災害関連支出の額－5万円
   イ・ロいずれか多いほうの金額

医療費
控　除

保険金等で補填された後の負担額が総所得金額等の5%又は10万
円のいずれか低い金額を超える時その越える金額（最高限度額　
200万円）

社　会　保　険　料　控　除 全　　　額
小規模企業共済等掛金控除 全　　　額

生
命
保
険
料
控
除

①一般の生命保
険料だけの場合

15,000円まで 全額
15,001円～ 40,000円まで 支払額×1/2+  7,500円
40,001円～ 70,000円まで 支払額×1/4+17,500円
70,001円以上 35,000円

②個人年金保険
料だけの場合

15,000円まで 全額
15,001円～ 40,000円まで 支払額×1/2+  7,500円
40,001円～ 70,000円まで 支払額×1/4+17,500円
70,001円以上 35,000円

①と②両方ある
場合

一般の生命保険料と個人年金保険料について、それぞれ
上記①②で求めた金額の合計額

地
震
保
険
料
控
除

①地震保険料だ
けの場合

50,000円まで 支払額×1/2
50,001円以上 25,000円

②旧長期損害保
険料だけの場合

5,000円まで 全額
5,001円～ 15,000円まで 支払額×1/2+2,500円

15,001円以上 10,000円
①と②両方ある
場合

①及び②の規定に準じて計算した金額の合計額
（当該金額が25,000円を超える場合は25,000円）

障害者
控　除

一般の障害者 260,000円
特別の障害者 300,000円

寡婦（夫）   
控　　除

一般の寡婦（夫） 260,000円
特別の寡婦 300,000円

勤　労　学　生　控　除 260,000円

配 偶 者
特別控除

所　得　金　額 控　除　額
380,001 ～ 449,999円 330,000円
450,000 ～ 499,999円 310,000円
500,000 ～ 549,999円 260,000円
550,000 ～ 599,999円 210,000円
600,000 ～ 649,999円 160,000円
650,000 ～ 699,999円 110,000円
700,000 ～ 749,999円   60,000円
750,000 ～ 759,999円   30,000円
760,000 ～　, 　　　　  　　,　0円

扶養控除

一般の扶養親族 330,000円
特定扶養親族 450,000円

老人扶養親族
同居老親等　　 450,000円
同居老親等以外 380,000円

※同居特別障害者については上記金額に23万円加算
基　　礎　　控　　除 330,000円

配偶者控除
一般の控除対象配偶者 330,000円
老人控除対象配偶者 380,000円

※同居特別障害者については上記金額に23万円加算

C　税額控除額
課税所得金額

種　　類
1,000万円以下の部分 1,000万円超の部分
町民税 県民税 町民税 県民税

利益の配当等 1.6% 1.2% 0.8% 0.6%

私募証券  
投資信託

外貨建等証券投資信託以外 0.8% 0.6% 0.4% 0.3%
外貨建等証券投資信託 0.4% 0.3% 0.2% 0.15%

寄附金税額控除

地方公共団体に対する寄附金や所得税の
控除対象寄附金のうち条例により指定し
た寄附金の合計額が5千円を超える部分
について一定限度まで税額控除

調整控除 所得税と住民税の人的控除の差額に応じ
た調整額

D　均等割額 町　民　税 県　民　税
3,000円 1,000円

B　税率表 町　民　税 県　民　税
6% 4%
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逢
隈
地
域
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
逢

隈
地
区
生
涯
教
育
推
進
委
員
会
・

逢
隈
公
民
館
主
催
）が
一
月
十
八

日
、
逢
隈
の
み
や
ぎ
亘
理
農
協
本

所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
委
員
会
の
安
細
隆
之
委
員
長

は
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
地
域
の

み
な
さ
ん
が
共
通
の
認
識
を
持

ち
、
よ
り
よ
い
逢
隈
を
つ
く
る
た

め
に
開
催
し
て
い
る
。
今
回
は
子

ど
も
の
視
点
か
ら
住
み
よ
い
地
域

づ
く
り
に
つ
い
て
発
表
し
て
も
ら

う
の
で
、
こ
の
話
題
を
地
域
に
広

め
て
ほ
し
い
」と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。

　

今
年
は
「
こ
ん
な
逢
隈
が
す

き
！
子
ど
も
の
夢
」を
テ
ー
マ
に

逢
隈
地
区
の
小
・
中
学
生
七
人
が

百
五
十
人
の
観
衆
を
前
に
堂
々
と

発
表
し
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
逢
隈
小
学
校
五
年
の

小
川
り
な
さ
ん
は
、「
大
好
き
な

公
園
に
ご
み
を
捨
て
る
人
が
い

る
。
な
ぜ
ご
み
を
捨
て
る
の
だ
ろ

う
と
考
え
た
と
き
、
ご
み
箱
が
な

い
と
い
う
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。

お
父
さ
ん
に
相
談
す
る
と
、
自
分

の
家
の
ご
み
を
コ
ン
ビ
ニ
や
ス
ー

パ
ー
に
捨
て
る
人
も
い
る
と
い
う

話
を
聞
き
、
ゴ
ミ
箱
が
あ
っ
た
方

が
い
い
の
か
、
な
い
方
が
い
い
の

か
悩
ん
で
し
ま
っ
た
。

　

で
も
、
あ
っ
た
方
が
み
ん
な
が

き
ち
ん
と
ご
み
を
捨
て
る
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
た
。
ご
み
の
多
さ

よ
り
、
き
れ
い
な
花
が
た
く
さ
ん

咲
い
て
い
る
方
が
、
こ
の
町
に

合
っ
て
い
る
と
思
う
」と
発
表
し

ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
環
境
問
題
や
地
域

の
伝
統
な
ど
、
身
近
な
話
題
か
ら

将
来
の
逢
隈
を
真
剣
に
考
え
た
発

表
に
、
参
加
者
は
う
な
ず
き
な
が

ら
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　小正月の伝統行事を体験してもらおうと1月10日、
郷土資料館で「お餅をついて団子さしをしよう」が
行われ、9組の親子25人が団子さしや臼と杵を使っ
ての餅つきを体験しました。
　この日の講師は荒浜婦人会のみなさんで、「団子
さしはその年の作物の豊作を祈願して飾るんだよ」
と説明を受けた後、それぞれの願いを込めながら団
子をミズキにさしていました。
　また餅つきでは、
杵の重さに負けじと
一生懸命踏ん張って
餅をついていました。
参加者は、つきたて
の餅を食べながら
「自分でついたお餅は
おいしいね」と笑顔で
話していました。

　子育て支援センター「おおくま」が実施している
子育て支援事業の一環として12月18日、「クリスマ
スコンサート」が逢隈保育園で行われ、保育園児と
町内の親子が参加しました。
　この日は、吹奏楽の「亘理ウィンドシンフォニー」
のメンバーが、クリスマスソングやアニメ曲などを
演奏、参加者は全身でリズムをとりながら、生の演
奏を夢中で聴いていました。
　子育て支援事業は、地域における子育て家庭を支
援するために、町内の各保育所・児童館で乳幼児や
その親を対象にさまざまな催しを行っています。ま
た、親子で一緒に楽しむ遊び方の提供や子育て世代
の親同士の交流の場、さらには育児に関する相談も
受け付けていますので気軽に参加してみてはいかが
でしょうか。

　正月恒例の1万人寒稽古（亘理町・宮城県公立武
道館協議会主催）が行われ、スポーツ少年団の柔道・
剣道・空手・合気道の9団体、延べ200人が参加しま
した。
　1月4日、亘理町日就館（武道館）では、柔道スポー
ツ少年団の寒稽古が行われ、団員らは自分の目標に
向かって元気いっぱい稽古に励んでいました。
　今年の寒稽古は、亘理郡柔道協会の呼びかけで亘
理郡内の小中学生約70人が参加、受身や打ち込みな
どの基本練習を行い、気合の入った掛け声が道場に
響き渡っていました。　1月7日、宮城県漁協亘理支所で初売りが行われ、

組合員などが三本締めで一年の操業安全と大漁を祈
りました。
　同支所の菊地伸悦運営委員長は、「金融と雇用不
安の広がるなか、我々はがんばって新年を迎えるこ
とができた。（生き残るには）消費者がどういう魚
を欲しがっているかを考え、安全で安心な魚を供給
しなければならない」とあいさつしました。
　初競りでは、ホッキ貝や大型のカレイなどが次々
と競り落とされ、幸先のよいスタートとなりました。

　

た
ば
こ
の
ポ
イ
捨
て
を
や
め
て

も
ら
お
う
と
十
二
月
二
十
六
日
の

朝
、
亘
理
駅
周
辺
の
住
民（
新
井

町
、
新
町
北
、
駅
前
東
地
区
）が
、

亘
理
駅
前
で
啓
発
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

　

こ
の
日
は
、
強
風
に
加
え
て
雪

の
舞
う
寒
さ
の
な
か
、「
ポ
イ
捨

て
が
な
く
な
る
よ
う
ご
協
力
く
だ

さ
い
」
と
通
勤
者
ら
に
呼
び
か

け
、Ｊ
Ｔ（
日
本
た
ば
こ
産
業
）か

ら
無
償
提
供
の
あ
っ
た
携

帯
灰
皿
を
配
布
し
ま
し
た
。

　

亘
理
駅
周
辺
を
は
じ
め

町
内
の
路
上
で
は
、
歩
行

者
や
通
行
車
両
か
ら
の
た

ば
こ
の
ポ
イ
捨
て
が
後
を

絶
た
ず
、
地
域
の
人
た
ち

が
日
頃
ゴ
ミ
拾
い
を
し
て

環
境
美
化
に
努
め
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
最
近
は
火

が
つ
い
た
ま
ま
の
た
ば
こ

を
捨
て
る
な
ど
悪
質
な

ケ
ー
ス
も
あ
り
、
火
災
の

原
因
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
住
民
の
不
安
要
因
と

も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、三
地
区
で
は
、

亘
理
駅
と
駅
前
大
通
り
線

の
歩
道
に
灰
皿
を
設
置
、

以
前
に
比
べ
散
乱
す
る
吸
殻
の
数

は
減
っ
た
も
の
の
、
さ
ら
に
ポ
イ

捨
て
を
し
な
い
よ
う
啓
発
す
る
た

め
、
運
動
を
展
開
す
る
こ
と
に

な
っ
た
も
の
で
す
。

　

運
動
の
発
起
人
で
あ
る
三
区
の

町
内
会
長
は
、「（
今
日
の
運
動

は
）は
じ
め
の
一
歩
。
効
果
的
な

啓
発
方
法
を
み
ん
な
で
考
え
て
、

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」と
話
し

て
い
ま
し
た
。

た
ば
こ 

ポ
イ
捨
て
や
め
て

亘
理
駅
で
啓
発
運
動
を
実
施

小
・
中
学
生
が
「
夢
」語
る

　
逢
隈
地
域
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

伝統の小正月行事を体験

目標に向かって精進

子育て支援でコンサート

漁協で恒例初競り

亘理ウィン
ドシンフォ
ニーの演奏
を楽しむ参
加者たち

餅つきを体験する参加者

稽古に励む
団員たち

三本締めで一年の大漁を祈る関係者
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その他の話題や大会結果はニュース&ニュースWeb版をご覧ください。
ホームページ　http://www.town.watari.miyagi.jp



　

血
圧
が
上
が
る
原
因
に
は
い

ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
特
に
塩

分
が
関
係
し
て
い
ま
す
。

　

食
べ
る
、
水
を
飲
む
、
呼
吸
を

す
る
、つ
ま
り
生
き
て
い
る
と
い

う
こ
と
は
、
細
胞（
大
人
は
60
兆

個
）が
仕
事
を
し
て
い
る
こ
と
で

す
。
細
胞
で
は
、カ
リ
ウ
ム
と
ナ

ト
リ
ウ
ム
が
体
液（
水
分
）の
バ

ラ
ン
ス
を
保
っ
て
い
ま
す
が
、塩

分
が
多
く
な
る
と
、こ
の
バ
ラ
ン

ス
を
維
持
す
る
た
め
、細
胞
内
に

水
を
引
き
寄
せ
ま
す
。
だ
か
ら

塩
辛
い
も
の
を
食
べ
る
と
喉
が

渇
く
の
で
す
。

　

人
間
の
体
は
、
体
液
や
血
液

の
塩
分
濃
度
を
0.8
%
に
保
つ
た

め
、
腎
臓
か
ら
塩
分
を
再
吸
収

で
き
る
し
く
み
を
も
っ
て
お

り
、
長
い
間
生
命
を
維
持
し
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
現
代
で

は
食
品
に
含
ま
れ
る
塩
分
や
調

味
料
と
し
て
の
塩
を
余
分
に
摂

り
過
ぎ
て
い
る
人
が
多
く
な
り

ま
し
た
。

余
分
に
と
っ
た
塩
分
は
ど
こ
に

い
く
の
で
し
ょ
う
？

　

例
え
ば

　

１
ｇ
の
塩
を
余
分
に
と
る

と
、
細
胞
は
0.8
%
の
塩
分
を
保

つ
た
め
に
、
1
2
5
cc
の
水
を

引
き
寄
せ
、
血
液
量
を
増
や
し

ま
す
。
し
か
し
、
血
液
量
が
増

え
る
と
、
実
は
体
の
中
で
困
っ

た
こ
と
が
起
こ
り
ま
す
。

① 

血
圧
が
上
が
り
、血
管
が
傷
つ

き
動
脈
硬
化
が
起
こ
り
ま
す
。

② 

心
臓
の
仕
事
量
が
増
え
ま
す
。

　
 

動
脈
硬
化
で
内
側
が
狭
く

な
っ
た
血
管
に
血
液
を
送
る

た
め
、
心
臓
に
負
担
が
か
か

り
ま
す
。

③ 

体
は
ナ
ト
リ
ウ
ム
（
塩
分
）

を
尿
と
し
て
排
泄
す
る
た
め

に
、腎
臓
の
仕
事
量
が
増
え
、

負
担
が
か
か
り
ま
す
。

　

他
に
内
臓
脂
肪
症
候
群
の
方

は
、
イ
ン
ス
リ
ン
が
多
く
出
て

い
る
状
態
の
人
が
多
く
、
イ
ン

ス
リ
ン
が
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
排
泄

を
妨
げ
ま
す
。

　

塩
分
の
摂
取
量
は
一
日
10
ｇ

以
下（
血
圧
の
高
い
方
は
6
ｇ

以
下
）が
目
安
で
す
。
余
分
な

塩
分
を
と
ら
な
い
よ
う
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課　

健
康
推
進
班

☎
三
四
―
〇
五
二
四

血
圧
の
は
な
し
⑪

塩
分
と
血
圧

すぐ振り込まないで！
「振り込め詐欺」被害に遭わないために！
　最近、電話で社会保険庁や税務署職員等を装い、現
金をだまし取る「振り込め詐欺」（還付金詐欺）の被害
が増えていますので、注意しましょう。
　また、このほかの手口として、息子、警察官および
弁護士等を装ったオレオレ詐欺、裁判所・訴訟センター
を装った架空請求詐欺、サラ金会社を装った融資保証
金詐欺などがあります。犯人は、第三者を装ってあの
手この手で不安をあおり、ATM（自動現金預け払い
機）等を利用して現金を振り込ませようとします。現
金を振り込む前に家族や警察署に相談するよう心がけ
ましょう。

●話を鵜呑みにしない
●その日に振り込まない
●振り込みは一人でしない

サイバー犯罪防止のための
情報セキュリティ対策
■パスワードはしっかり管理

　スパイウェア等によりパスワードが盗まれないよう
ウィルス対策ソフトは常に最新の状態にしましょう。

■ファイル共有ソフトを使わない
　ファイル共有ソフトを媒体として、個人情報や個人
データがインターネット上に流出することがあります。

■個人情報をネットに書き込まない
　掲示板やブログなどに個人情報を書き込むのは危
険です。不用意に書き込むのはやめましょう。

■不審なメールは開かない
　見覚えのないメールを開けた場合、ウィルス感染
や個人情報を盗まれることがありますので、不審な
メールは無視しましょう。

人権とは
　一人一人が人間らしく生きるための権利のことです。人はだれでも生まれながらに、この権利を持っています。
言葉や暴力で傷つけられたり、無視されたりすることは、あなたの大切な人権が傷つけられていることなのです。

地域の身近な相談役「人権擁護委員」にご相談ください。
　人権擁護委員は、みなさんの人権が侵されそうなとき、相談を受け救済を図るとともに、地域住民に正しい人権
の考え方を広める役目があります。
　亘理町には法務大臣から委嘱を受けた5人の人権擁護委員が活動していますので、隣近所や職場、家庭での困り
ごとやいじめ、虐待、配偶者からの暴力など人権問題で悩んでいることがありましたらお気軽にご相談ください。

〈秘密厳守です〉

たとえば

相　談
　人権擁護委員による人権相談を、毎月、亘理町中央
公民館で開設しています。開設日時は『町民のひろば』
でご確認ください。また、お急ぎの方は、町民生活課 
生活班へご連絡ください。

　
専門機関の相談　　　　
　・女性の人権ホットライン� ☎0570－070－810
　・子ども人権110番� ☎0120－077－110
　・仙台法務局人権相談� ☎022－292－3351

問い合わせ先　町民生活課　生活班　☎34－1113

○ドメスティックバイオレンス（DV）
親密といわれる関係者にある人（配偶者、内縁
の夫・妻、婚約者、恋人）からの暴力

○職場でのセクハラ
○離婚に関する問題

○学校でのいじめ
○虐待
○�悩んでいることや
困っていること

○就労に関する差別を受けた
○アパートの入居を拒否された
○�車いすでバスやタクシーの乗
車を拒否された

○暴力やいじめ
○�認知症で自己決定能力が
低下している

ご利用ください 人権相談
育てよう1人1人の人権意識
思いやりのこころ　かけがえのない命を大切

男女間

子ども

障害者

高齢者

おかしい？

?

?
?

塩１ｇの目安
しょうゆ� 小さじ１
味噌� 小さじ１と1/2

康 づくりひとくちメモ
家 庭 で で き る 簡 単 健 康 づ く り

健

亘理警察署　☎34－2111
緊急の場合は　「110番」へ
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正：0120-007-110

kikakuzaisei017
取り消し線



人
か
ら
人
へ
伝
え
ら
れ
た
舞

　

前
々
回
で
も
紹
介
し
た
よ
う
に
、
亘

理
町
に
は
無
形
民
俗
文
化
財
と
し
て

「
亘
理
枡
取
り
舞
」「
牛
袋
法
印
神
楽
」

「
亘
理
獅
子
舞
」の
三
つ
の
民
俗
芸
能
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
地
域
の
保
存
会

に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ
て
き
た
も
の

で
、
地
域
の
例
祭
や
、
毎
年
八
月
に
行

わ
れ
る
「
わ
た
り
ふ
る
さ
と
夏
ま
つ
り
」

な
ど
で
披
露
さ
れ
て
い
る
の
を
ご
覧
に

な
っ
た
方
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

　
「
亘
理
枡
取
り
舞
」は
亘
理
地
区
に
伝

わ
る
舞
で
、
一
斗
枡
や
米
俵
、
箕み

、
箒ほ

う
き

を

使
っ
て
五ご

穀こ
く

豊ほ
う

穣じ
ょ
う

を
願
う
も
の
で
す
。

一
時
衰
退
し
ま
し
た
が
昭
和
三
十
年
代

に
復
活
し
、
秋
祭
り
の
ほ
か
、
新
築
や

結
婚
式
、
建
前
な
ど
で
披
露
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

　
「
牛
袋
法
印
神
楽
」は
明
治
時
代
か
ら

逢
隈
牛
袋
地
区
に
伝
わ
る
亘
理
町
に
唯

一
伝
わ
る
神
楽
で
す
。
十
二
座
神
楽
と

よ
ば
れ
、「
弓
八
幡
舞
」な
ど
神
代
の
昔

の
神
や
人
び
と
の
姿
を
十
二
幕
で
表
現

し
た
も
の
で
す
。
神
社
祭
典
や
記
念
式

典
な
ど
で
披
露
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
「
亘
理
獅
子
舞
」は
亘
理
舘
南
地
区
に

伝
わ
る
舞
で
、
江
戸
時
代
初
め
、
亘
理

伊
達
家
初
代
領
主
成
実
夫
人
が
須
賀
川

か
ら
輿こ

し

入い

れ
す
る
際
に
伝
え
ら
れ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
三
匹
獅
子
舞
で
、

祖
霊
供
養
の
ほ
か
、
正
月
の
厄や

く

払ば
ら

い
や

神
社
の
春
祭
り
な
ど
で
も
奉
納
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
一
時
衰
退
し
、
昭
和
四
十

年
代
に
復
活
し
ま
し
た
が
、
現
在
は
残

念
な
が
ら
活
動
を
休
止
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
は
、
地
域
に
お
い
て
古
く
か
ら

守
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
祭
礼
行
事
や
民

俗
芸
能
、
伝
統
工
芸
な
ど
が
、
生
活
様

式
の
変
化
や
継
承
者
の
不
足
に
よ
っ

て
、
簡
素
化
さ
れ
た
り
、
継
承
が
難
し

く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

状
況
を
受
け
て
、
文
化
庁
で
は
ふ
る
さ

と
文
化
再
興
事
業
な
ど
を
実
施
し
、
伝

統
文
化
の
継
承
に
重
点
を
入
れ
て
い

ま
す
。

　

地
域
の
風
土
や
人
び
と
に
よ
っ
て
育

ま
れ
て
き
た
文
化
を
大
切
に
し
て
い
き

た
い
も
の
で
す
ね
。

問
い
合
わ
せ
先生

涯
学
習
課　

文
化
財
班

☎
三
四
―
八
七
〇
一

ふたりの季節

小池真理子著／幻冬舎

　なぜ、私たちは別れたのだろう。
理由なんてひとつもなかった気がす
る。久しぶりの休日をカフェで過ご
していた由香は、偶然にも昔の恋人・
拓に再会する。6年前に妻を亡くし
た拓と、2年前に離婚した由香。そ
れぞれの人生を歩んできた2人に、
高校3年生だった頃の淡く切ない記
憶が甦る。30年の歳月を経て、再び
出会った男女の愛の物語。

感染列島　パンデミック・イブ

吉村達也著／小学館

　約10年前にその脅威が確認され
た H5N1鳥インフルエンザ。かつて
ない強毒性のウイルスが変異を遂げ
て人を宿主としたとき、人々は多臓
器不全を起こして死に至る恐怖のパ
ンデミック（地球規模の爆発的感
染）に襲われる。「エマージング・ウ
イルス」（新興ウイルス）の恐怖を、
緻密な科学的裏付けと大胆な解釈の
もとに描くパニックサスペンス。

今月のオススメ
エクステンド／鏑木蓮著・講談社
仮想儀礼　上・下／篠田節子著・新潮社
エッジ　上・下／鈴木光司著・角川書店
スノーホワイト／谷村志穂著・光文社
ほうき星　上・下／山本一力著・角川書店

～図書館からのお知らせ＆お願い～
◇�声美人 ! 速成講座　2月12日㈭　13：30 ～ 15：00
※�マイバックご持参にご協力ください

問い合わせ先　町立図書館　☎34－8700

情報は、企画財政課へ　〒989－2393（住所不要）　メール info@town.watari.miyagi.jp

● 

相
原
た
か
子
さ
ん
（
吉
田
浜
北
）

は
、
電
子
ピ
ア
ノ
を
長
瀞
小
学
校

へ
寄
附
。

● 

内
海
幸
二
さ
ん
（
三
丁
目
）は
、
す

り
鉢（
か
ま
ぼ
こ
用
）四
点
を
郷

土
資
料
館
へ
寄
附
。

● 

安
田
秀
昭
さ
ん
（
早
川
）は
、
地
図

帳
二
点
を
郷
土
資
料
館
へ
寄
附
。

● 

齋
藤
章
さ
ん
（
新
町
）は
、
手
鏡
を

郷
土
資
料
館
へ
寄
附
。

　　　　　

　

十
一
月
二
十
七
日
、
千
葉
市
で
開

催
さ
れ
た
第
四
十
九
回
全
国
体
育

指
導
委
員
研
究
協
議
会
に
お
い
て
、

佐
々
木
隆
夫
さ
ん
（
吉
田
浜
北
）が

体
育
指
導
委
員
功
労
者
と
し
て
、
文

部
科
学
大
臣
か
ら
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。

　

佐
々
木
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
四
年

か
ら
亘
理
町
体
育
指
導
委
員
と
し

て
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
尽
力

さ
れ
、
現
在
も
ス
ポ
ー
ツ
の
実
技
指

導
等
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
わ
た
り
温
泉
鳥
の
海
」20
万
人
達
成

記
念
プ
レ
ゼ
ン
ト
当
選
者

（
日
帰
り
温
泉
入
浴
券
・
20
名
様
）

　

ご
応
募
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
三
十
三
通
の
応
募
が

あ
り
、
抽
選
の
結
果
、
次
の
方
々
が

当
選
し
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

▽
寺
澤
き
よ
い
（
吉
田
）▽
鈴
木
信
一（
逢

隈
）▽
武
者
ハ
ル
子（
荒
浜
）▽
高
橋
裕
美

（
亘
理
）▽
我
妻
貞
夫（
吉
田
）▽
星
か
ほ
る

（
逢
隈
）▽
遠
藤
圭
美（
南
相
馬
市
）▽
品
堀

星
歌（
亘
理
）▽
三
品
智
子（
亘
理
）▽
遠
藤

道
子（
仙
台
市
青
葉
区
）▽
沖
田
美
和
子（
吉

田
）▽
熊
谷
明
美（
石
巻
市
）▽
横
山
智
子

（
名
取
市
）▽
太
田
祐
子（
亘
理
）▽
木
皿
絵

里
香（
亘
理
）▽
柳
谷
一
司（
逢
隈
）▽
佐
藤

み
つ
子（
荒
浜
）▽
寺
澤
市
雄（
吉
田
）▽
永

山
絵
美
子（
逢
隈
）▽
萱
場
京
子（
逢
隈
）

　

賞
品
は
二
月
上
旬
ま
で
に
当
選
者
に
郵

送
し
ま
す
。

亘
理
俳
句
会

浦
の
景
雨
が
鎮
め
て
初
句
会

大
江　

秀
洋

日
脚
伸
ぶ
潮
騒
の
森
鳥
の
海

加
藤　
　

章

笠
深
く
踊
る
う
な
じ
に
秋
の
風

大
友　

義
子

初
鏡
い
つ
し
か
消
え
し
介
護
じ
わ

今
野
シ
ゲ
子

海
鳥
の
思
ひ
思
ひ
に
初
御
空

佐
々
木
勝
夫

くら し の メ モ

■お金を貸したが返してもらえない
■�車をぶつけられたが、修理代を払って
くれない

■�アパートの敷金の返還についてもめて
いる

　上記のような紛争は、話し合いで解決で
きればよいのですが、お互いが譲らずに行
き詰ってしまうことがあります。少額の
ため訴訟をおこしても、その労力と裁判費
用を考えると、結局は泣き寝入りしてしま
うことも多いのではないでしょうか。
　そんな時の解決方法の一つに「少額訴
訟制度」があります。この制度は、60万円
以下の金銭の支払いをめぐるトラブルを
速やかに解決する制度です。簡易裁判所
において裁判が行われ、原則として、その
日のうちに審理を終え判決が出されます。
　手続きは、簡易裁判所にある用紙に記
入するだけなので、弁護士等の専門家に
依頼せず自分で行うことが可能です。
　費用についても、申し立て手数料（訴
額により1,000円〜 6,000円）と切手代金
が必要なだけです。
　詳しくは、仙台簡易裁判所（☎022－
222－6111）へお問い合わせください。

佐々木隆夫さん

26

あ
り
が
と
う

お
め
で
と
う

少額訴訟をご存じですか？

　　　　　　　　　詳しくは
町民生活課　生活班

☎34－1113

▲亘理枡取り舞
　（平成20年わたりふるさと夏まつり）
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編
集
後
記

　

二
月
三
日
は
節
分
で

す
。
こ
の
日
は
定
番
の

豆
ま
き
に
加
え
て
「
恵

方
巻
き
（
巻
き
寿
司
）」

を
食
べ
る
人
も
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
今
年
の
恵
方
は「
東

北
東
」で
す
の
で
、
恵
方
を
向
い
て
願
い
を

思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、
無
言
で
黙
々
と
一

気
に
食
べ
る
の
だ
そ
う
で
す
。

　

こ
れ
は
、
も
と
も
と
関
西
の
節
分
行
事

で
す
が
、
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
P
R
効
果
も

あ
っ
て
、
関
東
や
東
北
で
も
当
た
り
前
の

よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

今
月
号
に
「
団
子
さ
し
」の
話
題
が
あ
り

ま
し
た
が
、
年
中
行
事
は
時
代
背
景
や
他

の
地
域
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
、
少
し
ず

つ
形
を
変
え
て
い
く
も
の
な
の
か
な
？
と

感
じ
ま
し
た
。



い
つ
も
は
真
っ
赤
な
ん
で
す
。

キ
ラ
ッ
と
輝
い
て
い
て

み
ず
み
ず
し
く
て

み
ん
な
か
ら
美
味
し
い
と
い
わ
れ
ま
す
。

で
も
今
日
は
ち
ょ
っ
と
…
。

ま
る
ご
と
フ
ェ
ア
で

本
当
の
僕
を
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

も
う
い
っ
こ

3月1日㈰　午前9時〜午後3時
亘理町佐藤記念体育館・駐車場

伊達なわたりまるごとフェア

展示販売／地場産品（イチゴなどの生鮮野菜、鮮魚ほか）
試食／いちご（4,000人分）　干しがれい（1,000人分）など
問い合わせ先／産業観光課　商工水産観光班（☎34–0513）

ホームページもご覧ください
http://www.town.watari.miyagi.jp

携帯サイトＱＲコード→

写真：亘理町成人式

いじめ・虐待・セクハラなど
人権相談をご利用ください
町民税・県民税申告のお知らせ

広
報
わ
た
り

February. 2009
2

い
じ

め
・

虐
待

・
セ

ク
ハ

ラ
な

ど
人
権
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

平
成

21年
2月

1日
発

行
編

集
/

発
行

　
亘

理
町

企
画

財
政

課
〒

989-2393 宮
城

県
亘

理
郡

亘
理

町
字

下
小

路
7－

4
☎

0223-34-0502　
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
 http://w

w
w

.tow
n.w

atari.m
iyagi.jp
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